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は
じ
め
に

詩
集
『
あ
の
山
越
え
て
』（
尚
栄
堂
、
大
正
三
年
一
月
）
は
、
小
川
未
明
が

生
涯
に
著
し
た
唯
一
の
詩
集
で
あ
る
。
未
明
を
評
す
る
に
際
し
、「
小
川
未
明

の
本
質
は
ハ
ー
ン
が
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
詩
人
な
の
で
す
」（
原
子
朗
「
ラ
フ

カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
と
未
明
を
語
る
」「
ネ
バ
ー
ラ
ン
ド
」
平
成
一
八
年
七
月
）

と
い
う
よ
う
な
、
未
明
の
詩
人
性

0

0

0

に
着
目
し
た
本
質
規
定
は
少
な
く
な
い
が

（
注
１
）、
彼
は
「
本
質
」
以
前
に
、
文
字
通
り
、
詩
を
紡
ぐ
詩
人
で
あ
っ
た
の

だ
。し

か
る
に
、
未
明
の
詩
人
と
し
て
の
活
動
は
、
従
来
、
必
ず
し
も
注
目
さ
れ

て
き
た
と
は
言
え
な
い
。
例
え
ば
、『
あ
の
山
越
え
て
』
の
先
行
研
究
は
、
論

文
が
一
本
（
畠
山
兆
子
「
未
明
文
学
に
お
け
る
「
詩
」
の
意
味　

―
『
詩
集

あ
の
山
越
え
て
』
と
小
説
「
遠
き
響
」
を
中
心
に
」「
梅
花
女
子
大
学
文
学
部

紀
要
」
昭
和
六
〇
年
一
二
月
）、
準
論
文
が
一
本
（
若
林
敦
「
詩
集
『
あ
の
山

越
え
て
』　

―
小
説
と
の
対
応
」「
小
川
未
明
文
学
館
館
報
」
平
成
二
一
年
五

月
）（
注
２
）、
エ
ッ
セ
ー
が
一
本
（
紅
野
敏
郎
「
エ
ッ
セ
イ　

未
明
の
詩
集

『
あ
の
山
越
え
て
』」『
未
明
ふ
る
里
の
百
年
』
昭
和
五
八
年
五
月
）
の
、
計
三

点
が
あ
る
の
み
だ
。
小
埜
祐
二
は
、
未
明
の
童
話
作
家
と
し
て
の
側
面
に
比
し

て
、「
小
説
家
・
随
想
家
と
し
て
の
側
面
は
閑
却
さ
れ
が
ち
で
あ
る
」（「
概
説
」

『
小
川
未
明
Ⅱ　

全
小
説
・
随
筆
』
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
平
成
二
八
年
六
月
）

と
指
摘
し
て
い
る
け
れ
ど
、
詩
人
と
し
て
の
側
面
も
、
事
情
は
同
様
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
未
明
研
究
史
の
影
の
ひ
と
つ
と
も
言
う
べ
き
、
詩
人
・

未
明
の
行
状
に
光
を
当
て
る
べ
く
、
詩
集
『
あ
の
山
越
え
て
』
の
考
察
を
試
み

た
い
。
具
体
的
に
は
、
ま
ず
、
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
で
は
存
外
無
視
さ
れ
て

き
た
、
詩
集
に
ま
つ
わ
る
基
本
的
な
情
報

―
書
誌
・
同
時
代
評
・
背
景

―

の
精
査
を
行
う
（
一
節
）。
次
に
、
本
書
の
詩
篇
と
、
そ
の
基
と
な
っ
た
明
治

三
〇
・
四
〇
年
代
の
小
説
群
に
、
ど
の
よ
う
な
対
応
関
係
が
あ
る
の
か
、
両
テ

キ
ス
ト
間
の
異
同
を
比
較
検
討
す
る
（
二
節
）。
最
後
に
、
詩
「
淋
し
い
暮
方

の
歌
」
の
精
読
を
通
し
て
、
本
書
所
収
の
詩
の
内
容
的
特
質
を
押
さ
え
る
（
三

節
）。明

治
期
の
口
語
自
由
詩
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
小
川
未
明
＝
童
話
作
家
と
い

文
学
研
究
科
日
本
文
学
文
化
専
攻
博
士
前
期
課
程
修
了　

増
井　

真
琴

詩
人
と
し
て
の
小
川
未
明
　
―
―
詩
集
『
あ
の
山
越
え
て
』
の
考
察
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う
単
一
的
な
図
式
を
相
対
化
す
る
視
座
を
得
る

―
そ
れ
が
本
稿
の
企
図
す
る

と
こ
ろ
だ
。

一
、
詩
集
『
あ
の
山
越
え
て
』　

―
書
誌
・
同
時
代
評
・
背
景

詩
を
読
解
す
る
に
先
立
ち
、
本
節
で
は
、
詩
集
『
あ
の
山
越
え
て
』
の
書
誌

お
よ
び
同
時
代
評
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
詩
集
が
発
行
さ
れ
た
大
正

三
年
一
月
前
後
の
、
未
明
の
文
壇
的
位
置
も
見
定
め
て
お
く
。

『
あ
の
山
越
え
て
』
の
詩
は
全
部
で
六
九
篇
。
出
所
の
わ
か
ら
な
い
二
篇
を

除
き
、
初
出
は
い
ず
れ
も
、
明
治
三
七
～
四
五
年
の
間
に
集
中
し
て
い
る
（
注

３
）。
し
た
が
っ
て
本
書
は
、
大
正
三
年
の
発
行
で
あ
り
な
が
ら
、
実
質
、
明

治
三
〇
・
四
〇
年
代
の
詩
業
で
あ
る
と
見
做
せ
よ
う
。

だ
が
、
こ
の
詩
集
の
特
異
な
点
は
、
そ
の
初
出
が
総
じ
て
、
完
成
し
た

「
詩
」
で
は
な
く
、「
小
説
」
に
内
包
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
だ
。
つ
ま
り
、
小

説
の
登
場
人
物
の
吟
唱
す
る
詩
歌
や
、
小
説
の
地
の
文
・
会
話
が
そ
の
ま
ま

―
あ
る
い
は
、
幾
分
か
の
修
正
を
加
え
ら
れ
て

―
、「
詩
」
と
し
て
収
録

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
若
林
敦
が
、「
私
た
ち
が
〈
近
代
詩
〉
を
読
み
解
く

し
か
た
で
近
づ
く
か
ぎ
り
、
こ
れ
ら
の
詩
の
意
味
は
ま
る
で
ち
ん
ぷ
ん
か
ん
ぷ

ん
」（「
詩
集
『
あ
の
山
越
え
て
』　

―
小
説
と
の
対
応
」「
小
川
未
明
文
学
館

館
報
」
平
成
二
一
年
五
月
）
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
小
説
と
い
う
文コ

ン
テ
ク
ス
ト脈
抜
き
に
、

詩
を
単
体
で
理
解
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
困
難
と
言
っ
て
よ
い
（
注

４
）。
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
詳
し
く
検
討
す
る
。

同
時
代
評
は
ど
う
か
。
管
見
の
範
囲
で
は
、
新
聞
広
告
が
一
点
、
雑
誌
の
新

刊
紹
介
が
二
点
、
文
芸
評
論
家
の
新
聞
で
の
論
及
が
一
点
の
、
計
四
点
が
存
在

す
る
。
一
様
に
、
先
行
研
究
で
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
論
評
な
の
で
、
以
下
、

順
を
追
っ
て
引
用
・
検
討
し
た
い
。

ま
ず
は
、
新
聞
広
告
で
あ
る
。

未
明
氏
は
詩
集
は
た
だ
こ
れ
一
つ
だ
け
で
あ
る
。
す
べ
て
初
期
時
代
の
彼

の
『
愁
人
』
や
『
緑
髪
』
を
書
い
た
頃
の
詩
作
で
あ
つ
て
、
悲
し
い
日
本

海
の
色
を
思
は
せ
る
や
う
な
、
荒
れ
た
裾
野
に
淋
し
く
行
く
白
雲
を
思
は

せ
る
や
う
な
単
純
な
、
素
朴
な
、
一
種
の
牧
歌
で
あ
る
。
こ
の
き
れ
ぎ
れ

の
歌
の
裡
に
も
ロ
ー
マ
ン
テ
ッ
ク
の
不
思
議
な
霊
魂
は
流
れ
て
ゐ
る
。
北

方
の
自
然
を
懐
か
し
み
、
北
方
の
海
の
色
を
愛
す
る
や
う
な
人
々
に
、
こ

の
詩
集
を
す
す
め
る
。

�

新
聞
広
告
（「
朝
日
新
聞
」
大
正
三
年
一
月
二
一
日
）

こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
発
行
元
の
尚
栄
堂
が
書
い
た
広
告
文
だ
ろ
う
。
こ
の
短
い

広
告
文
で
、
尚
栄
堂
は
、
未
明
の
詩
集
が
本
作
し
か
存
在
し
な
い
こ
と
、
第
一

創
作
集
『
愁
人
』（
隆
文
館
、
明
治
四
〇
年
六
月
）
や
第
二
創
作
集
『
緑
髪
』

（
隆
文
館
、
明
治
四
〇
年
一
二
月
）
を
著
し
た
明
治
期
の
詩
作
で
あ
る
こ
と
、

未
明
の
郷
土
で
あ
る
「
日
本
海
」
や
「
北
方
の
自
然
」
を
喚
起
さ
せ
る
作
風
で

あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
紅
野
敏
郎
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
尚
栄
堂
と
い
う
本
屋
自
体
、

他
に
ど
う
い
う
本
を
出
し
て
い
る
の
か
、
あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
名
」（「
エ
ッ
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セ
イ　

未
明
の
詩
集
『
あ
の
山
越
え
て
』」
小
川
未
明
生
誕
百
年
記
念
事
業
実

行
委
員
会
編
『
未
明
ふ
る
里
の
百
年
』
昭
和
五
八
年
五
月
）
で
は
あ
る
（
注

５
）。次

は
、
雑
誌
の
新
刊
紹
介
。
ど
ち
ら
も
、
匿
名
の
た
め
、
書
き
手
は
不
明
だ
。

詩
集
で
あ
る
。
可
憐
な
童
謡
風
の
も
の
も
あ
れ
ば
、
し
ほ
ら
し
い
里
謡
風

の
も
の
も
あ
る
。
其
の
何
れ
も
諄
朴
な
る
作
者
の
感
情
が
極
め
て
自
然
に

流
露
し
て
、
一
篇
の
詩
と
な
つ
た
も
の
で
あ
る
。
作
者
は
、
巻
頭
に
序
し

て
、「
自
然
に
対
し
て
偽
り
な
い
自
分
の
幼
い
詠
嘆
で
あ
り
、
ま
た
思
慕

で
あ
る
」
と
云
つ
て
居
る
。
現
下
の
文
壇
に
於
て
最
も
詩
人
的
要
素
に
富

ん
だ
未
明
氏
の
端
的
な
る
感
情
の
流
露
た
る
詩
を
我
等
の
前
に
示
さ
れ
た

こ
と
は
、
未
明
其
の
人
を
知
る
上
に
好
個
の
鍵
を
与
へ
ら
れ
た
や
う
な
気

が
す
る
。

�

「
新
刊
紹
介
」（「
新
潮
」
大
正
三
年
二
月
）

小
川
未
明
氏
の
詩
集
で
あ
る
。
未
明
氏
は
小
説
家
と
い
ふ
よ
り
も
詩
人
で

あ
る
。
曠
野
の
や
う
に
悲
し
い
寂
し
い
人
生
に
立
つ
て
、
そ
の
曠
野
の
や

う
に
悲
し
い
寂
し
い
人
生
を
歌
ふ
詩
人
で
あ
る
。
本
集
に
収
め
ら
れ
た
も

の
は
氏
の
旧
作
で
あ
る
。「
け
れ
ど
私
に
は
捨
て
が
た
い
懐
し
み
を
覚
え
る
。

自
然
に
対
し
て
偽
り
な
い
自
分マ

幼マ

い
詠
嘆
で
あ
り
、
ま
た
思
慕
で
あ
れ

ば
」
と
著
者
は
言
つ
て
居
る
。
一
句
一
章
悉
く
作
者
の
内
心
本
然
の
叫
び

で
あ
る
。
暗
い
淋
し
い
恐
ろ
し
い
風
の
吹
く
や
う
な
夜
、
之
を
吟
唱
す
れ

ば
そ
ぞ
ろ
に
涙
の
滲
み
出
る
を
覚
え
る
のマ
マ

で
あ
ら
う
。

�

「
新
刊
紹
介
」（「
文
章
世
界
」
大
正
三
年
三
月
）

「
新
潮
」
と
「
文
章
世
界
」
の
書
評
に
共
通
し
て
存
す
る
の
は
、
未
明
の
詩
人

性
を
強
調
す
る
文
章
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
現
下
の
文
壇
に
於
て
最
も
詩
人

的
要
素
に
富
ん
だ
未
明
氏
」「
未
明
氏
は
小
説
家
と
い
ふ
よ
り
も
詩
人
で
あ
る
」

と
い
っ
た
評
言
が
そ
れ
だ
。

こ
れ
は
、
未
明
の
文
学
的
感
性
の
鋭
さ
を
褒
賞
す
る
、
あ
る
種
の
修レ

ト
リ
ッ
ク辞
と
考

え
て
よ
か
ろ
う
。
同
種
の
言
い
回
し
に
は
、
例
え
ば
、
片
山
伸
の
「
小
川
君
は

小
児
の
心
を
失
は
な
い
詩
人
で
あ
る
。
私
は
君
が
益
々
本
能
的
に
生
き
、
益
々

諄
に
生
き
る
こ
と
を
切
望
す
る
も
の
の
一
人
で
あ
る
」（「
序
」『
白
痴
』
文
影

堂
書
店
、
大
正
二
年
三
月
）
と
い
っ
た
人
物
評
が
あ
る
。

最
後
は
、
相
馬
御
風
の
文
芸
評
論
の
一
節
。
彼
は
本
書
に
関
す
る
、
唯
一
の

実
名
評
者
で
も
あ
る
。

此
の
間
は
本
を
送
つ
て
く
だ
す
つ
て
、
有
難
う
。「
あ
の
山
越
え
て
」
を

読
ん
で
居
る
と
、
ず
つ
と
以
前
の
君
を
思
ひ
出
す
と
共
に
、
僕
は
小
供
の

頃
の
自
分
や
越
後
の
自
然
が
思
ひ
出
さ
れ
て
、
た
ま
ら
な
く
好
い
気
持
に

な
る
。
そ
し
て
あ
の
頃
の
君
や
僕
と
、
今
の
君
や
僕
を
思
ひ
合
せ
て
、
そ

の
あ
ま
り
に
違
ひ
方
の
烈
し
い
の
に
自
分
な
が
ら
驚
か
ざ
る
を
得
な
い
の

だ
。
で
も
ま
だ
君
の
方
は
僕
な
ど
に
比
べ
る
と
、
多
分
に
幼
い
頃
か
ら
の

心
持
を
失
は
な
い
で
居
る
。
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�

相
馬
御
風
「
三
月
の
作
品
を
読
ん
で　

五
作
家
に
寄
す
る
手
紙
（
四
）」

�

（「
読
売
新
聞
」
大
正
三
年
三
月
一
八
日
）

未
明
と
御
風
は
、
新
潟
の
高
田
中
学
か
ら
早
稲
田
大
学
へ
と
も
に
進
ん
だ
、
旧

知
の
間
柄
で
あ
る
。
互
い
に
「
竹
馬
の
関
係
」（
未
明
「
無
責
任
な
る
批
評　

生
方
・
白
石
両
君
に
」「
読
売
新
聞
」
大
正
二
年
九
月
三
日
）、「
中
学
校
に
通

つ
て
ゐ
た
以
来
の
友
人
」（
御
風
「
序
」『
底
の
社
会
へ
』
岡
村
書
店
、
大
正
三

年
九
月
）
と
認
め
合
う
ほ
ど
仲
が
よ
い
（
注
６
）。

そ
の
御
風
が
、
未
明
か
ら
献
本
を
受
け
て
、
綴
っ
て
い
る
の
が
右
記
の
一
文

で
あ
る
。
御
風
は
、
本
書
を
紐
解
く
と
、
過
去
が
懐
古
さ
れ
、「
た
ま
ら
な
く

好
い
気
持
に
な
る
」
一
方
、「
あ
の
頃
の
君
や
僕
と
、
今
の
君
や
僕
を
思
ひ
合

せ
て
、
そ
の
あ
ま
り
に
違
ひ
方
の
烈
し
い
の
に
自
分
な
が
ら
驚
か
ざ
る
を
得
な

い
」
と
、
昔
日
と
の
乖
離
を
痛
感
し
て
い
る
。

加
え
て
未
明
も
ま
た
、
本
書
の
序
文
で
「
あ
の
時
分
の
思
想
で
あ
る
。
旧
作

で
あ
る
。
け
れ
ど
私
に
は
捨
て
が
た
い
懐
し
み
を
覚
え
る
。
自
然
に
対
し
て
偽

り
な
い
自
分
の
幼
な
い
詠
嘆
で
あ
り
、
ま
た
思
慕
で
あ
れ
ば
。（
中
略
）
君

（
樋
口
斧
太

―
引
用
者
注
）
が
絵
を
か
く
と
こ
ろ
か
ら
、
あ
の
時
代
を
紀マ
マ

念

に
す
る
た
め
に
、
君
の
絵
を
入
れ
て
此
の
詩
集
を
出
す
こ
と
に
し
た
」
と
書
き

記
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。「
あ
の
頃
」「
あ
の
時
分
」「
あ
の
時
代
」
が
い
つ

な
の
か
、
具
体
的
に
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
、
両
者
と
も
、『
あ
の
山

越
え
て
』
の
世
界
と
、
現
在
の
自
分
た
ち
の
境
遇
に
、
あ
る
種
の
断
絶
感

0

0

0

を
感

じ
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。

で
は
、
そ
の
断
絶

0

0

と
は
何
か
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
は
、
詩
が
紡
が
れ

た
「
明
治
」
と
「
大
正
」
と
い
う
時
間
の
断
絶
で
あ
る
だ
ろ
う
し
、
詩
が
表
象

す
る
郷
土
「
新
潟
」

―
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
三
節
で
詳
述
す
る

―
と

「
東
京
」
と
い
う
距
離
の
断
絶
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
未
明
は
、
こ
の
二

つ
の
断
絶
を
経
て
、
こ
の
時
期
、
小
説
家
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
の
転
換
を
行
っ

て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
本
書
が
発
売
さ
れ
た
大
正
三
年
一
月
前
後
は
、
後
か
ら

振
り
返
っ
た
時
、
未
明
が
社
会
主
義
思
想
・
運
動
へ
接
近
す
る
起
点

0

0

と
も
言
う

べ
き
時
期
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
文
壇
的
な
史
実
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
大
正
二
年
六
月
、
大
杉
栄
は

「
近
代
思
想
」
の
「
小
説
三
編
」
で
、
未
明
の
小
説
「
嘘
」
を
取
り
上
げ
、
大

杉
が
未
明
宅
を
訪
れ
る
な
ど
、
両
者
の
間
に
交
友
が
生
ま
れ
た
（
注
７
）。
荒

畑
寒
村
も
、
同
年
一
二
月
の
「
近
代
思
想
」
の
書
評
で
「
嘘
」
へ
言
及
。

「「
嘘
」
に
至
つ
て
は
、
そ
の
真
実
と
深
刻
と
は
、
驚
く
べ
き
力
で
読
者
に
迫
り
、

そ
の
徹
底
的
に
し
て
辛
辣
鋭
利
な
る
批
評
の
メ
ス
は
、
直
ち
に
入
つ
て
社
会
組

織
の
根
底
を
作
せ
る
不
正
邪
悪
を
貫
き
抉
つ
て
居
る
。（
中
略
）
自
分
は
此
の

「
嘘
」
の
一
篇
を
以
て
、
今
年
の
文
壇
に
於
け
る
傑
作
の
一
だ
と
云
ふ
に
躊
躇

し
な
い
」
と
激
賞
す
る
。

さ
ら
に
同
時
期
、
御
風
は
「
人
間
性
の
為
め
の
戦
ひ　
『
廃
墟
』
を
読
ん
で
」

（「
読
売
新
聞
」
大
正
二
年
一
一
月
三
〇
日
）
で
、
未
明
の
新
刊
『
廃
墟
』（
新

潮
社
、
大
正
二
年
一
〇
月
）
を
論
じ
る
の
だ
が
（
注
８
）、
こ
の
書
評
を
機
に
、

御
風
と
大
杉
の
間
に
は
、「
個
人
革
命
」
と
「
社
会
革
命
」
の
優
劣
を
論
じ
る

論
争
が
巻
き
起
こ
っ
た
（
注
９
）。
未
明
は
、
突
如
周
囲
で
勃
発
し
た
論
戦
に
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対
し
、「
思
想
上
の
貴
族
主
義
者
と
平
民
主
義
者
と
の
争
ひ
が
起
り
さ
う
で
す
」

（「
最
近
の
感
想
」「
読
売
新
聞
」
大
正
三
年
一
月
一
八
日
）
と
、
ビ
ビ
ッ
ド
に

反
応
し
て
い
る
。

思
想
的
に
は
、
御
風
が
、
先
に
紹
介
し
た
文
芸
評
論
「
三
月
の
作
品
を
読
ん

で　

五
作
家
に
寄
す
る
手
紙
（
四
）」
で
、「
虐
げ
ら
れ
た
人
々
の
生
活
を
書
く

や
う
に
な
つ
て
居
る
君
の
心
持
に
は
た
し
か
に
こ
れ
迄
に
は
見
ら
れ
な
か
つ
た

一
種
の
温
か
み
が
出
て
来
た
や
う
に
思
ふ
。
ダ
ス
タ
エ
フ
ス
キ
ー
や
ゴ
ー
リ
キ

ー
な
ど
の
胸
に
燃
え
て
居
た
一
種
の
ヒ
ユ
ー
マ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
（
人
情
主

義
）
が
、
仄
な
が
ら
に
君
の
攪
き
乱
さ
れ
た
胸
の
中
に
も
芽
を
吹
き
か
け
て
来

た
の
で
は
な
い
か
。
僕
は
そ
こ
に
最
近
の
君
の
芸
術
の
一
新
境
到マ

マ

を
認
め
た
い
」

と
述
べ
、
社
会
的
弱
者
を
注
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
未
明
の
変
化
を
指
摘
し

て
い
る
点
に
も
、
注
目
し
た
い
（
注
10
）。

事
実
、
未
明
は
「
貧
富
の
隔
絶
最
も
甚
し
き
社
会
に
あ
つ
て
、
吾
等
は
死
力

を
尽
し
て
働
い
て
す
ら
、
尚
ほ
普
通
の
生
活
を
つ
づ
け
て
行
く
こ
と
が
困
難
で

あ
る
。
日
々
社
会
か
ら
肉
体
上
に
も
、
精
神
上
に
も
、
深
い
傷
を
受
け
つ
つ
あ

る
」（「
我
が
実
感
よ
り
」「
時
事
新
報
」
大
正
三
年
一
月
五
～
七
日
）
と
語
り
、

持
つ
者
と
持
た
ざ
る
者
の
絶
望
的
な
格
差
を
嘆
い
て
い
る
（
注
11
）。
こ
の
辺

り
の
「
近
代
思
想
」
グ
ル
ー
プ
と
の
接
点
お
よ
び
下
層
階
級
へ
の
憐
情
が
、

「
小
川
未
明
な
ど
も
早
稲
田
派
に
し
て
比
較
的
早
稲
田
派
其
の
物
に
囚
は
れ
て

居
ら
ぬ
」（
X
Y
Z
「
文
壇
団
体
評
論　

早
稲
田
派
を
論
ず
（
二
）」「
新
潮
」

大
正
三
年
二
月
）
な
ど
と
評
さ
れ
る
背
因
だ
ろ
う
（
注
12
）。

明
治
か
ら
大
正
へ
か
け
て
、
小
川
未
明
は
断
絶

0

0

を
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
よ

う
な
思
想
的
変
貌
を
、
間
違
い
な
く
遂
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。

二
、
テ
キ
ス
ト
の
異
同　

―
初
出
（
初
収
）
と
詩
集
の
間

さ
て
、
先
に
述
べ
た
通
り
、
大
正
期
、
発
行
さ
れ
た
『
あ
の
山
越
え
て
』
の

詩
篇
に
は
、
そ
の
詩
を
内
包
す
る
、
明
治
三
〇
・
四
〇
年
代
の
小
説
群
が
存
在

す
る
の
で
あ
っ
た
（
注
13
）。
本
節
で
は
、
先
行
す
る
初
出
紙
・
誌
（
初
収
本
）

と
詩
集
の
間
に
ど
の
よ
う
な
差
異
が
あ
る
の
か
、
テ
キ
ス
ト
の
異
同
を
確
認
し

た
い
。

こ
の
点
を
突
い
た
先
行
研
究
と
し
て
は
、
畠
山
兆
子
「
未
明
文
学
に
お
け
る

「
詩
」
の
意
味　

―
『
詩
集
あ
の
山
越
え
て
』
と
小
説
「
遠
き
響
」
を
中
心

に
」（「
梅
花
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
」
昭
和
六
〇
年
一
二
月
）
が
あ
る
。
畠
山

は
、
論
考
で
、
小
説
と
詩
の
対
応
関
係
を
、
Ⅰ
型
「
行
替
え
は
あ
る
が
、
小
説

の
中
に
そ
の
ま
ま
の
形
で
含
ま
れ
て
い
る
も
の
」、
Ⅱ
型
「
何
箇
所
か
に
語
句

の
訂
正
が
あ
る
も
の
」、
Ⅲ
型
「
内
容
的
に
は
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
移
動
や
省
略
、

加
筆
な
ど
が
あ
る
も
の
」
の
三
つ
に
類
型
化
し
、
各
型
の
事
例
を
表
の
か
た
ち

で
引
用
・
紹
介
し
た
。
こ
の
作
業
は
、
も
ち
ろ
ん
意
義
深
い
仕
事
な
の
だ
が
、

と
同
時
に
、
何
点
か
、
そ
の
限
界
も
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

一
つ
は
、
各
型
の
定
義
が
曖
昧
な
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
Ⅱ
型
の
「
何
箇
所

か
に
語
句
の
訂
正
が
あ
る
も
の
」
と
、
Ⅲ
型
の
「
移
動
や
省
略
、
加
筆
な
ど
が

あ
る
も
の
」
の
違
い
は
何
な
の
か
、
今
一
つ
は
っ
き
り
し
な
い
。
二
つ
は
、
報

告
さ
れ
て
い
る
事
例
が
、
一
類
型
あ
た
り
、
わ
ず
か
一
、
二
に
過
ぎ
な
い
点
で

あ
る
。
こ
れ
で
は
、
全
六
九
篇
の
中
で
、
各
類
型
が
何
割
程
度
の
比
率
を
占
め
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て
い
る
の
か
、
全
容
が
わ
か
ら
な
い
。
三
つ
は
、
表
で
使
わ
れ
て
い
る
小
説
の

テ
キ
ス
ト
が
、『
定
本
小
川
未
明
小
説
全
集
』
第
一
巻
（
講
談
社
、
昭
和
五
四

年
四
月
）
か
ら
引
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
畠
山
は
表
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ

て
、
初
出
の
新
聞
・
雑
誌
は
お
ろ
か
、
初
収
の
単
行
本
に
も
あ
た
っ
て
い
な
い

可
能
性
が
高
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
上
記
の
限
界
を
止
揚
す
る
べ
く
、
以
下
の
対
応
を
取
る

こ
と
に
し
た
。
ま
ず
、
詩
の
三
類
型
の
定
義
を
、
次
の
通
り
、
明
確
化
す
る
。

Ⅰ
型　

 

初
出
（
初
収
）
の
中
に
詩
の
原
形
を
そ
の
ま
ま
維
持
し
て
い
る
も

の

Ⅱ
型　

 

基
本
的
に
原
形
を
維
持
し
て
い
る
が
、
部
分
的
に
、
加
筆
・
修
正

が
見
ら
れ
る
も
の

Ⅲ
型　

大
幅
な
改
稿
が
見
ら
れ
、
原
形
を
維
持
し
て
い
な
い
も
の

何
の
た
め
の
定
義
か
と
言
え
ば
、
要
は
、
初
出
紙
・
誌
（
初
収
本
）
か
ら
詩
集

へ
移
行
す
る
際
の
変
化
の
度
合
い
を
、
測
る
た
め
の
ク
ラ
ス
分
け
で
あ
る
。
い

ず
れ
の
場
合
も
、
句
読
点
・
括
弧
・
三
点
リ
ー
ダ
ー
と
い
っ
た
言
語
文
字
以
外

の
表
記
の
変
更
や
、
誤
植
、
改
行
、
漢
字
の
送
り
仮
名
の
相
違
は
修
正
点
と
見

做
さ
な
い
。

次
に
、
各
類
型
が
『
あ
の
山
越
え
て
』
の
中
で
占
め
る
比
率
を
知
る
べ
く
、

詩
の
基
と
な
っ
た
、
す
べ
て
の
テ
キ
ス
ト
に
あ
た
る
。
た
だ
し
、
詩
「
ひ
ま
わ

り
」（
一
三
）（
注
14
）
は
、
今
に
至
る
も
典
拠
と
な
っ
た
作
品
が
定
か
で
な
い

の
で
、
調
査
対
象
は
「
ひ
ま
わ
り
」
を
除
く
六
八
篇
の
初
期
形
態
だ
。

最
後
に
、
テ
キ
ス
ト
の
調
査
に
際
し
て
は
、
六
八
篇
中
、
初
出
が
判
明
し
て

い
る
六
三
篇
は
初
出
紙
・
誌
を
、
初
出
が
判
明
し
て
い
る
が
雑
誌
を
入
手
で
き

な
い
四
篇

―
「
暗
愁
」（
一
八
）「
赤
い
旗
」（
二
八
）「
お
江
戸
は
火
事
だ
」

（
四
四
）「
風
景
」（
五
三
）

―
と
、
初
出
が
不
明
な
一
篇

―
「
春
の
夜
」

（
二
〇
）

―
は
初
収
の
単
行
本
に
あ
た
っ
た
。

さ
て
、
調
査
の
結
果
は
表
１
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
Ⅰ
型
は
、
六
八
篇

中
、「
寂
寥
」（
六
）「
怨
み
」（
一
七
）「
春
の
夜
」（
二
〇
）「
唄
」（
二
三
）

「
唄
」（
二
四
）「
木
樵
」（
二
五
）「
人
と
犬
」（
二
七
）「
古
い
絵
を
見
て
」（
三

七
）「
お
江
戸
は
火
事
だ
」（
四
四
）
の
九
篇
が
当
て
は
ま
る
。
全
体
に
占
め
る

Ⅰ
型
の
割
合
は
、
一
三
％
だ
。

Ⅰ
型
は
大
き
く
三
つ
の
タ
イ
プ
に
分
か
れ
る
。
一
つ
は
、
小
説
に
登
場
す
る

詩
歌
が
、
そ
の
ま
ま
詩
集
へ
抜
粋
さ
れ
て
い
る
も
の
（
六
・
二
三
・
二
四
・
二

五
・
二
七
・
三
七
）。
二
つ
は
、
小
説
の
地
の
文
・
会
話
の
一
節
が
詩
集
へ
抜

き
書
き
さ
れ
て
い
る
も
の
（
一
七
・
二
〇
）。
三
つ
は
、
も
と
も
と
単
品
の
童

謡
と
し
て
発
表
さ
れ
た
も
の
だ
（
四
四
）。
Ⅰ
型
は
、
元
来
、
小
説
内
部
に
お

い
て
、
相
対
的
に
自
律
し
て
い
た
詩
歌
の
テ
キ
ス
ト
が
目
立
つ
。

Ⅱ
型
は
、「
西
の
空
」（
一
）「
冬
」（
二
）「
木
枯
」（
三
）「
唄
」（
四
）「
曠

野
」（
七
）「
闇
」（
八
）「
夜
」（
九
）「
淋
し
い
暮
方
の
歌
」（
一
一
）「
白
雲
」

（
一
五
）「
暗
愁
」（
一
八
）「
梨
の
花
」（
一
九
）「
幻
影
」（
二
一
）「
街
頭
」

（
二
二
）「
糸
車
」（
二
六
）「
夕
暮
」（
三
〇
）「
木
立
」（
三
二
）「
天
気
に
な

れ
」（
三
四
）「
童
謡
」（
三
五
）「
水
鶏
」（
三
六
）「
星
」（
三
八
）「
菜
種
の
盛
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『あの山越えて』 元のテキスト 初出 初出との関係 初収 初収との関係 詩の原形
1 西の空 水車場 「早稲田文学」 Ⅱ 『愁人』 Ⅱ 詩歌
2 冬 牧羊者 「東京日日新聞」 Ⅱ 『愁人』 Ⅱ 詩歌
3 木枯 水車場 「早稲田文学」 Ⅱ 『愁人』 Ⅱ 詩歌
4 唄 幽霊船 「新古文林」 Ⅱ 『緑髪』 Ⅱ 詩歌
5 白い棺 柩 「早稲田文学」 Ⅲ 『緑髪』 Ⅲ 地の文・会話
6 寂寥 寂寥 「文章世界」 Ⅰ 『北国の鴉より』 Ⅰ 詩歌
7 曠野 寂寥 「文章世界」 Ⅱ 『北国の鴉より』 Ⅱ 地の文・会話
8 闇 闇の歩み 「新潮」 Ⅱ 『闇』 Ⅱ 地の文・会話
9 夜 ※森の暗き夜 「新潮」 Ⅱ 『闇』 Ⅱ 詩歌
10 月琴 寂寥 「文章世界」 Ⅲ 『北国の鴉より』 Ⅲ 地の文・会話
11 淋しい暮方の歌 沈黙 「東京日日新聞」 Ⅱ 『緑髪』 Ⅱ 詩歌
12 菅笛 鉄片 「新声」 Ⅲ 『北国の鴉より』 Ⅲ 地の文・会話
13 ひまわり （未詳）
14 古巣 燕 「新潮」 Ⅲ 『北国の鴉より』 Ⅲ 地の文・会話
15 白雲 雲の姿 「中央公論」 Ⅱ 『愁人』 Ⅱ 地の文・会話
16 水星 空想家 「早稲田文学」 Ⅲ 『愁人』 Ⅲ 地の文・会話
17 怨み 暗愁 「ハガキ文学」 Ⅰ 『愁人』 Ⅰ 地の文・会話
18 暗愁 煎餅売 「女子文芸」 （未見） 『愁人』 Ⅱ 地の文・会話
19 梨の花 暗愁 「ハガキ文学」 Ⅱ 『愁人』 Ⅱ 地の文・会話
20 春の夜 寂しみ （未詳） 『愁人』 Ⅰ 地の文・会話
21 幻影 森の妖姫 「東京日日新聞」 Ⅱ 『愁人』 Ⅱ 詩歌
22 街頭 出稼人 「趣味」 Ⅱ 『愁人』 Ⅱ 地の文・会話
23 唄 人生 「早稲田文学」 Ⅰ 『愁人』 Ⅰ 詩歌
24 唄 暗愁 「ハガキ文学」 Ⅰ 『愁人』 Ⅰ 詩歌
25 木樵 叔母の家 「むさしの」 Ⅰ 『愁人』 Ⅰ 詩歌
26 糸車 盲目 「早稲田学報」 Ⅱ 『緑髪』 Ⅱ 地の文・会話
27 人と犬 柩 「早稲田文学」 Ⅰ 『緑髪』 Ⅰ 詩歌
28 赤い旗 歌の怨 「新古文林」 （未見） 『愁人』 Ⅲ 地の文・会話
29 アイルランド 老宣教師 「太陽」 Ⅲ 『愁人』 Ⅲ 地の文・会話
30 夕暮 老婆 「新声」 Ⅱ 『愁人』 Ⅱ 地の文・会話
31 午後の一時頃 霰に霙 「新小説」 Ⅲ 『緑髪』 Ⅲ 地の文・会話
32 木立 笛の声 「新古文林」 Ⅱ 『緑髪』 Ⅱ 地の文・会話
33 茶売る舗 漂浪児 「新小説」 Ⅲ 『緑髪』 Ⅲ 地の文・会話
34 天気になれ 漂浪児 「新小説」 Ⅱ 『緑髪』 Ⅱ 詩歌
35 童謡 憧がれ 「新潮」 Ⅱ 『緑髪』 Ⅱ 詩歌
36 水鶏 水車場 「早稲田文学」 Ⅱ 『水車場』 Ⅱ 詩歌
37 古い絵を見て 盲目 「早稲田学報」 Ⅰ 『緑髪』 Ⅰ 詩歌
38 星 深林 「趣味」 Ⅱ 『緑髪』 Ⅱ 地の文・会話
39 菜種の盛り 深林 「趣味」 Ⅱ 『緑髪』 Ⅱ 詩歌
40 おもちや店 長二 「読売新聞」 Ⅲ 『緑髪』 Ⅲ 地の文・会話
41 お母さん 遠き響 「新小説」 Ⅲ 『緑髪』 Ⅲ 地の文・会話
42 トツテンカン 遠き響 「新小説」 Ⅱ 『緑髪』 Ⅱ 地の文・会話
43 沙原 日触 「早稲田文学」 Ⅱ 『惑星』 Ⅱ 地の文・会話
44 お江戸は火事だ お江戸は火事だ 「秀才文壇」 （未見） 『赤い船』 Ⅰ 童謡（単品）
45 童謡 童謡 「少年文庫」 Ⅱ 『赤い船』 Ⅰ 童謡（単品）
46 烏金 烏金 「趣味」 Ⅱ 『闇』 Ⅱ 地の文・会話
47 黒い鳥 不思議な鳥 「趣味」 Ⅲ 『闇』 Ⅲ 地の文・会話
48 明日はお天気だ 遠き響 「新小説」 Ⅲ 『緑髪』 Ⅲ 地の文・会話
49 森 森の暗き夜 「新潮」 Ⅲ 『闇』 Ⅲ 地の文・会話
50 景色 森の暗き夜 「新潮」 Ⅱ 『闇』 Ⅰ 地の文・会話
51 霙降る 雪来る前 「新小説」 Ⅱ 『闇』 Ⅰ 詩歌
52 さびしい町の光景 烏金 「趣味」 Ⅲ 『闇』 Ⅲ 地の文・会話
53 風景 悪魔 「新文芸」 （未見） 『闇』 Ⅱ 地の文・会話
54 汽車 麗日 「東京毎日新聞」 Ⅲ 『惑星』 Ⅲ 地の文・会話
55 童謡 童謡 「少年文庫」 Ⅱ 『赤い船』 Ⅰ 童謡（単品）
56 童謡 童謡 「少年文庫」 Ⅱ 『赤い船』 Ⅱ 童謡（単品）
57 厭な夕焼 酒肆 「新小説」 Ⅲ 『惑星』 Ⅲ 地の文・会話
58 海 麗日 「東京毎日新聞」 Ⅱ 『惑星』 Ⅱ 地の文・会話
59 上州の山 麗日 「東京毎日新聞」 Ⅲ 『惑星』 Ⅲ 地の文・会話
60 童謡 童謡 「少年文庫」 Ⅱ 『赤い船』 Ⅱ 童謡（単品）
61 黄色な雲 北の冬 「新小説」 Ⅲ 『惑星』 Ⅲ 地の文・会話
62 無題 捕はれ人 「文章世界」 Ⅱ 『惑星』 Ⅱ 詩歌
63 妙高山の裾野にて麗日 「東京毎日新聞」 Ⅱ 『惑星』 Ⅱ 詩歌
64 解剖室 麗日 「東京毎日新聞」 Ⅲ 『惑星』 Ⅲ 地の文・会話
65 ある夜 麗日 「東京毎日新聞」 Ⅲ 『惑星』 Ⅲ 地の文・会話
66 太鼓の音 鬼子母神 「読売新聞」 Ⅱ 『緑髪』 Ⅱ 地の文・会話
67 帰途 鬼子母神 「読売新聞」 Ⅲ 『緑髪』 Ⅲ 地の文・会話
68 草笛の音 鬼子母神 「読売新聞」 Ⅱ 『緑髪』 Ⅱ 地の文・会話
69 あの男 鬼子母神 「読売新聞」 Ⅱ 『緑髪』 Ⅱ 地の文・会話

表１　詩集と初出・初収の対応表

※「夜」の元の小説は、「夜の喜び」（「早稲田文学」明治４４年９月）であると、若林敦のリストには記載されているが、正しくは
「森の暗き夜」（「新潮」明治４３年８月）であることが、今回の調査で判明した。
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り
」（
三
九
）「
ト
ツ
テ
ン
カ
ン
」（
四
二
）「
沙
原
」（
四
三
）「
童
謡
」（
四
五
）

「
烏
金
」（
四
六
）「
景
色
」（
五
〇
）「
霙
降
る
」（
五
一
）「
風
景
」（
五
三
）

「
童
謡
」（
五
五
）「
童
謡
」（
五
六
）「
海
」（
五
八
）「
童
謡
」（
六
〇
）「
無
題
」

（
六
二
）「
妙
高
山
の
裾
野
に
て
」（
六
三
）「
太
鼓
の
音
」（
六
六
）「
草
笛
の

音
」（
六
八
）「
あ
の
男
」（
六
九
）
の
三
七
篇
が
当
て
は
ま
る
。
全
体
に
占
め

る
Ⅱ
型
の
割
合
は
、
五
五
％
だ
。

Ⅰ
型
と
同
様
、
Ⅱ
型
も
、
小
説
内
の
詩
歌
（
一
・
二
・
三
・
四
・
九
・
一
一
・

二
一
・
三
四
・
三
五
・
三
六
・
三
九
・
五
一
・
六
二
・
六
三
）、
地
の
文
・
会

話
（
七
・
八
・
一
五
・
一
八
・
一
九
・
二
二
・
二
六
・
三
〇
・
三
二
・
三
八
・

四
二
・
四
三
・
四
六
・
五
〇
・
五
三
・
五
八
・
六
六
・
六
八
・
六
九
）、
童
謡
（
四

五
・
五
五
・
五
六
・
六
〇
）
へ
手
を
加
え
た
、
三
つ
の
タ
イ
プ
に
分
か
れ
る
。

数
的
に
は
、
詩
歌
・
童
謡
に
対
し
て
、
地
の
文
・
会
話
を
詩
化
し
た
も
の
が
、

や
や
多
い
。

で
は
、
小
説
と
詩
の
間
に
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
詩
歌
→
詩
の
タ
イ
プ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
比
較
し
て
み
よ
う
。

森
の
腐
れ
か
ら
、
孵
化
し
た
蚊
が
幾
万
と
な
く
合
奏
し
始
め
た
。（
中
略
）

而
し
て
彼
等
は
歌
つ
た
。「
生
温
い
夜
、
少
し
赤
味
と
紫
味
を
帯
だ
夜
の

色
。
こ
の
世
界
は
皆
、
血
色
に
関
連
す
る
。
赤
錆
の
出
た
、
平
な
、
一
枚

の
鉄
板
の
や
う
な
夜
の
世
界
、
其
の
色
は
、
断
頭
台
の
血
に
錆
び
た
鉄
の

色
に
似
て
ゐ
る
。
残
酷
な
料
理
を
す
る
…
…
…
吾
等
は
、
夜
の
色
を
賛
美

す
る
。」

�

「
森
の
暗
き
夜
」（「
新
潮
」
明
治
四
三
年
八
月
）

生
温
い
夜
。
／
赤
味
と
紫
味
を
帯
ん
だ
夜
の
色
。
／
こ
の
世
界
が
皆
、
血

色
に
関
連
す
る
。
／
赤
錆
の
出
た
、
／
平
な
、
一
枚
の
鉄
板
の
や
う
な
／

夜
の
世
界
。
／
其
の
色
は
、
断
頭
台
の
血
に
錆
び
た
／
鉄
の
色
に
似
て
ゐ

る
。
残
酷
な
料
理
を
／
す
る
…
…
。
／
吾
等
は
、
夜
の
色
を
賛
美
す
る
。

�

「
夜
」（『
あ
の
山
越
え
て
』
尚
栄
堂
、
大
正
三
年
一
月
）

小
説
の
引
用
箇
所
は
、
森
の
中
の
蚊
の
一
群
が
、「
酸ほ
お

漿ず
き

の
や
う
に
腫
れ
上
る

ま
で
生
血
を
吸
ひ
た
い
」
と
感
じ
、
一
斉
に
高
唱
す
る
場
面
で
あ
る
。

両
者
と
も
大
筋
に
相
違
は
な
い
が
、「
少
し
赤
味
と
紫
味
を
帯
だ
」
→
「
赤

味
と
紫
味
を
帯
だ
」
と
い
っ
た
副
詞
や
、「
こ
の
世
界
は
皆
」
→
「
こ
の
世
界

が
皆
」
と
い
っ
た
助
詞
に
、
若
干
の
違
い
が
あ
る
点
が
確
認
で
き
よ
う
。
ま
た
、

あ
ら
か
じ
め
断
っ
て
お
い
た
通
り
、
変
化
と
し
て
は
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
な
い
け

れ
ど
、
句
読
点
の
打
ち
方
、
送
り
仮
名
の
振
り
方
、
三
点
リ
ー
ダ
ー
の
数
も
、

微
妙
に
異
な
る
点
は
注
意
し
て
お
き
た
い
。

Ⅲ
型
は
、「
白
い
棺
」（
五
）「
月
琴
」（
一
〇
）「
菅
笛
」（
一
二
）「
古
巣
」

（
一
四
）「
水
星
」（
一
六
）「
赤
い
旗
」（
二
八
）「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
」（
二
九
）

「
午
後
の
一
時
頃
」（
三
一
）「
茶
売
る
舗
」（
三
三
）「
お
も
ち
や
店
」（
四
〇
）

「
お
母
さ
ん
」（
四
一
）「
黒
い
鳥
」（
四
七
）「
明
日
は
お
天
気
だ
」（
四
八
）

「
森
」（
四
九
）「
さ
び
し
い
町
の
光
景
」（
五
二
）「
汽
車
」（
五
四
）「
厭
な
夕

焼
」（
五
七
）「
上
州
の
山
」（
五
九
）「
黄
色
な
雲
」（
六
一
）「
解
剖
室
」（
六
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四
）「
あ
る
夜
」（
六
五
）「
帰
途
」（
六
七
）
の
二
二
篇
が
当
て
は
ま
る
。
全
体

に
占
め
る
、
Ⅲ
型
の
比
率
は
三
二
％
だ
。

Ⅰ
・
Ⅱ
型
と
異
な
り
、
Ⅲ
型
は
、
そ
の
す
べ
て
が
、
小
説
内
の
地
の
文
・
会

話
を
詩
へ
転
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
具
体
的
に
見
て
み
よ
う
。

あ
あ
、
彼か

れ
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
灰
色
の
空
で
は
な
く
て
、
青
う
澄
み
渡

つ
て
ゐ
る
空
で
あ
つ
た
か
と
自
分
は
始
め
て
思
つ
た
。
露
け
き
星
の
光
を

見
れ
ば
、
彼あ

の
星
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
空
に
輝
い
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
。

而
し
て
其
の
先
の
北
の
方
が
曾
て
書
物
に
聞
い
た
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
で
あ

ら
う
…
…
と
思
ふ
。
春
の
青
い
空
を
見
れ
ば
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
が
懐
か
し

い
！　

自
分
も
一
度
子
供
の
身
と
な
つ
て
、
其
の
や
う
な
緑
色
の
湖
水
や
、

草
の
繁
つ
て
ゐ
る
牧
場
で
夢
見
る
や
う
な
心
地
で
長
閑
の
日
を
暮
ら
し
て

見
た
い
と
思
ふ
。
而
し
て
其
の
度
に
老
宣
教
師
の
身
の
上
を
思
ふ
の
で
あ

る
。

�

「
老
宣
教
師
」（「
太
陽
」
明
治
三
九
年
四
月
）

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
、
灰
色
の
空
で
な
く
て
、
青
う
澄
み
渡
つ
て
ゐ
る
空
で

あ
／
る
。
／
露
け
き
星
の
光
を
見
れ
ば
、
／
あ
の
星
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の

空
に
輝
い
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
／
春
の
青
い
空
を
見
れ
ば
、
／

や
は
り
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
が
懐
し
い
。
／
私
に
英
語
を
教
へ
て
く
れ
た
、

宣
教
師
の
産
れ
た
国
。
／
な
つ
か
し
い
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
よ
！

「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
」（『
あ
の
山
越
え
て
』
尚
栄
堂
、
大
正
三
年
一
月
）

小
説
の
引
用
箇
所
は
、
か
つ
て
「
英
語
学
者
」
に
な
る
こ
と
を
夢
見
た
も
の
の
、

現
在
「
一
個
の
行
商
人
と
落
ぶ
れ
て
し
ま
つ
た
」
主
人
公
が
、
中
学
生
時
代
敬

慕
し
た
、
老
宣
教
師
の
母
国
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
へ
、
空
想
の
翼
を
拡
げ
る
場
面

で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
「
六
十
近
い
、
赤
ら
顔
の
、
背
の
高
い
」
老
宣
教

師
は
、
未
明
が
早
稲
田
大
学
時
代
に
私
淑
し
た
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
を

想
起
さ
せ
る
人
物
だ
。

前
回
と
同
じ
く
、
小
説
と
詩
の
共
通
す
る
部
分
に
傍
線
を
付
し
た
が
、
逆
に

言
う
と
、
傍
線
を
付
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
は
、
両
者
に
直
接
対
応
す
る
点
が
な

い
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
本
書
執
筆
時
に
、
小
説
を
参
照
し
つ
つ
、
未
明
が
書
き

加
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

か
く
し
て
、『
あ
の
山
越
え
て
』
全
六
九
篇

―
「
ひ
ま
わ
り
」
を
除
く

―
の
内
訳
は
、
Ⅰ
型
九
篇
（
一
三
％
）、
Ⅱ
型
三
七
篇
（
五
五
％
）、
Ⅲ
型
二

二
篇
（
三
二
％
）
で
あ
っ
た
（
図
１
）。
ま
た
、
詩
の
形
態
と
し
て
は
、
小
説

内
の
詩
歌
が
転
用
さ
れ
た
作
品
が
二
〇
篇
（
三
〇
％
）、
地
の
文
・
会
話
文
を

詩
化
し
た
作
品
が
四
三
篇
（
六
三
％
）、
も
と
も
と
単
品
の
童
謡
と
し
て
発
表

さ
れ
た
作
品
が
五
篇
（
七
％
）
で
あ
っ
た
（
図
２
）。

加
え
て
、
本
稿
で
詳
述
す
る
機
会
は
な
か
っ
た
が
、
初
収
本
に
も
隈
な
く
あ

た
っ
た
と
こ
ろ
、
Ⅰ
型
に
お
い
て
は
、
総
じ
て
初
出
＝
初
収
＝
詩
集
の
関
係
が

確
認
で
き
た
（
注
15
）。
さ
ら
に
、
Ⅱ
型
に
お
い
て
も
、
初
収
本
で
あ
れ
ば
テ

キ
ス
ト
の
差
異
が
な
い
も
の
、
す
な
わ
ち
、
初
出≠

初
収
＝
詩
集
の
関
係
を
持

つ
作
品
が
複
数
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
依
然
、
初
出
・
初
収≠

詩
集
で
あ
っ
て
も
、

初
出
に
比
べ
、
初
収
の
方
が
、
詩
集
と
の
テ
キ
ス
ト
の
差
異
が
減
じ
る
作
品
も
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少
な
く
な
か
っ
た
（
注
16
）。

し
て
み
れ
ば
、
小
川
未
明
は
本
書
の
詩
を
織
り
成
す
に
あ
た
っ
て
、
初
出

紙
・
誌
で
は
な
く
、
初
収
本
を
参
照
し
て
、
複
写
・
改
稿
し
て
い
た
も
の
と
推

量
す
る
の
が
、
妥
当
で
あ
ろ
う
（
注
17
）。

三
、「
淋
し
い
暮
方
の
歌
」　

―
冬
の
叙
景
詩

残
さ
れ
た
課
題
は
、
詩
を
具
体
的
に
読
み
解
く
こ
と
で
あ
る
。
本
節
で
は
、

「
淋
し
い
暮
方
の
歌
」（
一
一
）
の
精
読
を
行
い
、
も
っ
て
、『
あ
の
山
越
え
て
』

と
い
う
詩
集
の
持
つ
特
性
を
考
え
た
い
。
ま
ず
は
、
詩
の
全
文
を
引
用
し
て
お

く
。

寒
い
風
が
吹
き
や
、
枯
葦
の
葉
が
そ
よ
そ
よ
と
鳴
り
、
／
灰
色
の
空
が
、

暮
れ
る
と
す
れ
ば
、
／
里
の
小
川
の
ち
よ
ろ
ち
よ
ろ
水
に
、
一
つ
星
の
影

が
さ
す
。
／
し
ぎ
一
羽
、
飛
ん
で
行
く
／
向
う
の
山
を
見
る
と
寂
し
さ
う

だ
。
／
野
に
も
、
森
に
も
、
雪
ふ
り
つ
も
り
、
／
夕
飯
を
焚
く
麓
の
里
に

は
、
薄
青
い
煙
が
上
る
。
／
町
の
鳥
屋
へ
獲
物
を
売
つ
て
、
／
塩
買
う
て
、

米
買
う
て
、
我
が
家
へ
戻
る
。
／
嬶か

か

や
、
子
供
が
嘸さ
ぞ

待
つ
て
ゐ
や
う
。
／

犬
の
遠
吠
幽か

す

か
に
、
／
雪
は
凍
つ
て
石
の
や
う
。

こ
の
詩
は
も
と
も
と
、
小
説
「
沈
黙
」（「
東
京
日
日
新
聞
」
明
治
三
九
年
三
月

一
九
日
）
に
内
包
さ
れ
て
い
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
、
先
の
三
区
分
で
言
う
と
、

Ⅱ
型
に
あ
て
は
ま
る
。「
小
川
の
し
よ
ろ
し
よ
ろ
水
」
が
、「
ち
よ
ろ
ち
よ
ろ
水
」
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に
変
化
し
た
以
外
は
、
全
文
初
出
・
初
収
の
通
り
。
し
た
が
っ
て
本
作
は
、
詩

集
発
行
の
約
八
年
前
、
明
治
三
九
年
三
月
頃

―
未
明
弱
冠
二
四
歳
頃

―
の

作
品
と
見
做
し
て
よ
い
一
品
だ
ろ
う
。

詩
の
原
形
は
詩
歌
だ
っ
た
。「
雪
の
降
る
晩
方
、
一
人
の
寂
し
さ
う
な
乞
食

が
（
中
略
）
銭
を
請た

か
る願

為
に
」「
厳い
か
め然

し
い
或
る
家
の
前
」
で
詠
じ
た
、
物
乞

い
の
歌
で
あ
る
。
だ
が
、「
琴
の
音
」
と
と
も
に
奏
で
ら
れ
た
こ
の
歌
は
、「
貴

族
や
、
金
持
や
、
都
の
人
達
が
曾
て
聞
い
た
こ
と
も
な
い
素
朴
な
歌
」
で
あ
り
、

こ
の
邸
宅
の
婦
人
・
富
子
を
し
て
、「
覚
え
ず
涙
を
落
」
と
さ
せ
る
ほ
ど
、
感

銘
を
与
え
た
。
結
果
、
富
子

―
な
い
し
富
子
の
家
の
者

―
は
、「
幾い
く

何ば
く

か

の
銭
」
を
乞
食
へ
喜
捨
す
る
こ
と
に
な
る
。

詩
の
内
容
は
、
冬
の
叙
景
詩
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
そ
れ
も
都
会
で
は
な
い
、

田
舎
の
冬
で
あ
る
。
各
所
に
点
綴
さ
れ
て
い
る
、
雪
に
関
連
す
る
語
句
（「
灰

色
の
空
」「
野
に
も
、
森
に
も
、
雪
ふ
り
つ
も
り
」「
雪
は
凍
つ
て
石
の
や
う
」）

や
、
里
・
山
・
野
・
森
と
い
っ
た
字
句
（「
里
の
小
川
」「
麓
の
里
」「
向
う
の
山
」

「
野
に
も
、
森
に
も
、
雪
ふ
り
つ
も
り
」）
か
ら
は
、
十
分
に
近
代
化
さ
れ
て
い

な
い
、
雪
国
の
イ
メ
ー
ジ
が
喚
起
さ
れ
る
。

翻
っ
て
、
降
雪
は
詩
の
世
界
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
乞
食
が
琴
を
掻
き
鳴
ら

し
、
富
子
が
感
涙
す
る
小
説
の
世
界
で
も
、
雪
は
降
り
し
き
っ
て
い
る
の
で
あ

っ
た
。翻

々
と
、
さ
も
面
白
さ
う
に
軽
く
手
を
拍
つ
て
、
接
吻
を
し
た
り
、
囁
い

た
り
、
狂
ひ
つ
、
舞
ひ
つ
、
見
上
ぐ
れ
ば
茫
々
た
る
天
の
原
か
ら
下
界
の

方
を
志
し
て
真
白
な
雪
が
漲
り
落
ち
る
の
で
あ
る
。（
中
略
）
あ
あ
、
若

し
雪
に
目
が
あ
つ
た
な
ら
ば
、
ど
ん
な
気
持
で
下
界
の
様
を
見
下
す
で
あ

ら
う
。
雪
は
屹
度
物
哀
れ
に
下
界
の
夢
の
領
土
を
見
下
す
に
相
違
な
い
と

思
ふ
。
自
分
（
語
り
手

―
引
用
者
注
）
も
雪
の
身
と
な
つ
て
暫
時
た
り

と
も
熱ね

っ

鬧と
う

の
下
界
を
清
浄
な
塵
の
な
い
天
国
か
ら
、
清
ら
か
な
、
恵
み
深

い
心
を
以
て
眺
め
た
い
も
の
で
あ
る
。

�

「
沈
黙
」（「
東
京
日
日
新
聞
」
明
治
三
九
年
三
月
一
九
日
）

た
だ
し
、
詩
の
世
界
と
異
な
り
、
富
子
は
地
方
の
住
人
で
は
な
い
。
富
子
の
夫

―
三
年
間
の
ド
イ
ツ
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
た
哲
学
研
究
者

―
は
、「
今
夜
は

雪
も
降
る
の
に
…
…
横
浜
へ
行
つ
て
未
だ
帰
つ
て
来
な
い
の
で
あ
る
」
と
あ
る

か
ら
、
富
子
夫
婦
は
、
大
学
に
ほ
ど
近
い
都
市
の
住
人
で
あ
ろ
う
。
雪
が
見
下

ろ
す
「
熱ね

っ

鬧と
う

の
下
界
」
と
い
う
表
現
か
ら
も
、
そ
の
点
は
推
量
で
き
る
。

し
て
み
れ
ば
、「
淋
し
い
暮
方
の
歌
」
と
は
、
雪
降
る
都
会
で
奏
で
ら
れ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

雪
降
る
田
舎
の
歌

0

0

0

0

0

0

0

な
の
で
あ
り
、
都
市
住
民
た
る
富
子
は
、
こ
の
都
市
と
地
方

の
二
重
構
造
の
中
で
、
乞
食
の
「
素
朴
な
歌
」
の
持
つ
あ
る
種
の
郷
土
性
に
感

応
し
、
落
涙
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

そ
し
て
、
筆
者
の
考
え
で
は
、
本
詩
に
象
徴
さ
れ
る
こ
の
よ
う
な
雪
国
の
郷

土
性
の
中
に
こ
そ
、
詩
集
『
あ
の
山
越
え
て
』
の
特
徴
は
あ
る
。
一
節
で
紹
介

し
た
通
り
、
未
明
と
同
郷
の
相
馬
御
風
は
、
本
詩
集
を
捉
え
、「「
あ
の
山
越
え

て
」
を
読
ん
で
居
る
と
、
ず
つ
と
以
前
の
君
を
思
ひ
出
す
と
共
に
、
僕
は
小
供

の
頃
の
自
分
や
越
後
の
自
然
が
思
ひ
出
さ
れ
て
、
た
ま
ら
な
く
好
い
気
持
に
な
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る
」（「
三
月
の
作
品
を
読
ん
で　

五
作
家
に
寄
す
る
手
紙
（
四
）」「
読
売
新

聞
」
大
正
三
年
三
月
一
八
日
）
と
感
嘆
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

何
故
、「
小
供
の
頃
の
自
分
や
越
後
の
自
然
が
思
ひ
出
さ
れ
」
る
の
か
と
言

え
ば
、
そ
れ
は
未
明
の
詩
句
に
、
鋭
く
郷
里
を
喚
起
さ
せ
る
力
が
宿
っ
て
い
る

か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
未
明
が
詩
の
二
行
目
で
使
っ
た
「
灰
色
の

空
」
と
い
う
言
葉
は
、
御
風
に
と
っ
て
、
越
後
の
「
陰
鬱
な
自
然
」
以
外
の
何

物
で
も
な
か
っ
た
。

北
国

―
わ
け
て
も
越
後
の
自
然
は
、
驚
く
べ
く
単
調
な
、
そ
し
て
陰
鬱

な
自
然
で
あ
る
。
春
は
花
が
咲
き
、
夏
は
空
晴
れ
て
野
は
緑
に
、
秋
は
他

の
国
々
と
同
じ
く
紅
葉
を
以
て
鮮
や
か
に
色
ど
ら
れ
る
に
は
違
ひ
な
い
が
、

さ
う
云
ふ
色
彩
の
鮮
明
な
期
間
は
、
一
年
の
う
ち
で
も
ほ
ん
の
僅
か
の
間

で
半
年
以
上
は
単
調
な
灰
色
を
以
て
蔽
わ
れ
た
自
然
で
あ
る
。（
中
略
）

毎
年
十
月
か
ら
翌
年
の
四
月
ま
で
の
間
は
、
殆
ん
ど
毎
日
の
や
う
に
重
た

い
、
灰
色
の
空
が
北
越
の
平
野
を
蔽
ふ
。

�

相
馬
御
風
「
小
川
未
明
論
」（「
早
稲
田
文
学
」
明
治
四
五
年
一
月
）

乞
食
の
歌
う
「
灰
色
の
空
」
が
、
ど
こ
の
土
地
の
空
で
あ
る
か
、
詩
や
小
説
に

は
一
言
も
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
豪
雪

を
も
た
ら
す
「
越
後
の
空
」
で
あ
る
こ
と

―
少
な
く
と
も
、
越
後
を
基
底
に

し
て
い
る
こ
と

―
は
、
御
風
に
と
っ
て
自
明
の
事
実
な
の
で
あ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
北
越
を
想
起
さ
せ
る
詩
は
、「
淋
し
い
暮
方
の
歌
」

に
と
ど
ま
ら
な
い
。
詩
集
『
あ
の
山
越
え
て
』
に
は
、
明
治
三
〇
・
四
〇
年
代

の
初
期
小
説
に
お
い
て
、
二
〇
代
の
未
明
が
繰
り
返
し
描
出
し
て
い
た
越
後
の

自
然
が
、
存
分
に
表
象
さ
れ
て
い
た
。

例
え
ば
、
小
説
「
寂
寥
」（「
文
章
世
界
」
明
治
四
四
年
一
月
）
は
、
越
後
を

思
わ
せ
る
雪
国
の
猟
師
・
瀧
吉
が
主
人
公
の
三
人
称
小
説
だ
け
れ
ど
、
こ
の
小

説
か
ら
編
み
出
さ
れ
た
三
篇
の
詩

―
「
寂
寥
」（
六
）「
曠
野
」（
七
）「
月

琴
」（
一
〇
）

―
に
は
、
い
ず
れ
も
「
雪
」「
白
」
と
い
う
字
句
が
多
用
さ
れ

て
い
る
。
あ
る
い
は
、「
妙
高
山
の
裾
野
に
て
」（
六
三
）
で
は
、「
妙
高
山
」

と
い
う
越
後
の
ロ
ー
カ
ル
な
地
名
が
、
そ
の
ま
ま
詩
材
化
さ
れ
て
い
る
。
詩
集

発
売
元
の
尚
栄
堂
が
、「
北
方
の
自
然
を
懐
か
し
み
、
北
方
の
海
の
色
を
愛
す

る
や
う
な
人
々
に
、
こ
の
詩
集
を
す
す
め
る
」（「
朝
日
新
聞
」
大
正
三
年
一
月

二
一
日
）
と
い
っ
た
、
詩
集
と
「
北
方
の
自
然
」
を
直
結
さ
せ
る
広
告
文
を
た

め
ら
い
も
な
く
打
つ
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
た
め
だ
。

そ
し
て
、
一
節
で
紹
介
し
た
序
文
や
書
評
に
露
見
し
て
い
る
通
り
、
大
正
三

年
、
三
十
路
を
過
ぎ
た
東
京
暮
ら
し
の
小
川
未
明
と
相
馬
御
風
は
、
そ
の
郷
土

性
に
、
二
律
背
反
的
な
懐
旧
と
断
絶
を
感
じ
て
い
た
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
本
稿
で
は
、
小
川
未
明
が
生
涯
に
著
し
た
唯
一
の
詩
集
で
あ
る
、

『
あ
の
山
越
え
て
』（
尚
栄
堂
、
大
正
三
年
一
月
）
の
検
証
を
行
っ
た
（
注
18
）。

未
明
＝
童
話
作
家
と
い
う
通
念
が
先
行
し
て
か
、
こ
れ
ま
で
本
詩
集
の
研
究
は
、

必
ず
し
も
進
展
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
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検
証
の
結
果
、
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
本
書
の
六
九
の
詩
篇
と
明
治
三

〇
・
四
〇
年
代
に
書
か
れ
た
初
出
（
初
収
）
の
小
説
と
の
間
に
は
、
無
改
稿

（
Ⅰ
型
）・
部
分
改
稿
（
Ⅱ
型
）・
全
面
改
稿
（
Ⅲ
型
）
の
三
つ
の
テ
キ
ス
ト
改

変
の
型
が
存
す
る
こ
と
、
本
書
の
詩
句
に
は
、
未
明
の
郷
土
で
あ
る
越
後
（
新

潟
）
の
自
然
が
存
分
に
表
象
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
マ
イ
ナ
ー
な
版
元
な

が
ら
、
版
は
最
低
、
五
版
を
重
ね
て
お
り
、
売
れ
行
き
は
上
々
だ
っ
た
よ
う
だ
。

現
在
、
小
平
霊
園
に
眠
る
未
明
の
墓
碑
に
は
「
詩
筆
百
篇
憂
国
情
」
と
の
碑

文
が
、
郷
里
・
春
日
山
の
父
母
の
慰
霊
碑
に
は
「
故
山
永
に
父
母
を
埋
め
て
わ

が
詩
魂
日
本
海
の
波
と
な
ら
ん
」
と
の
碑
文
が
、
そ
れ
ぞ
れ
自
署
で
刻
ま
れ
て

い
る
。
童
話
を
主
戦
場
と
す
る
散
文
作
家
で
あ
り
な
が
ら
、
自
身
の
文
学
活
動
、

な
い
し
は
文
学
精
神
を
、「
詩
筆
」
や
「
詩
魂
」
と
形
容
し
て
い
る
点
に
、
詩

と
い
う
表
現
形
式
へ
の
一
方
な
ら
ぬ
愛
念
が
看
取
さ
れ
よ
う
。

そ
し
て
実
際
、
漢
詩
や
口
語
自
由
詩
を
紡
ぐ
詩
人
と
し
て
、
小
川
未
明
は
明

治
年
間
を
生
き
て
い
た
の
で
あ
る
。

注１　

例
え
ば
、
戦
後
、
未
明
が
芸
術
院
会
員
へ
選
ば
れ
た
際
の
新
聞
記
事
に
は
、

次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。「
初
め
の
う
ち
の
夢
見
る
よ
う
な
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ

ズ
ム
か
ら
、
徐
々
に
社
会
主
義
的
な
正
義
感
が
表
面
に
現
れ
て
来
た
が
、
昭
和

十
年
ご
ろ
に
な
る
と
更
に
生
活
童
話
と
で
も
い
え
る
リ
ア
リ
ズ
ム
へ
移
っ
て
い

っ
た
。
し
か
し
そ
の
底
に
流
れ
て
い
る
も
の
は
常
に
温
い
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
で

あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
本
質
的
に
は
詩
人
で
あ
る
」（「
時
の
人　

小
川
未
明
」

「
毎
日
新
聞
」
昭
和
二
八
年
一
一
月
一
五
日
）

２　

若
林
敦
の
文
章
は
、
小
川
未
明
文
学
館
の
館
報
へ
寄
稿
さ
れ
た
も
の
で
、

「
そ
れ
に
し
て
も
、
未
明
の
詩
に
は
、
こ
れ
ま
で
お
目
に
か
か
っ
た
こ
と
が
な

い
よ
な
ぁ
…
」「
こ
り
ゃ
、
小
唄
だ
よ
ね
」
等
、
文
体
は
一
部
エ
ッ
セ
ー
風
で

あ
る
。
が
、
収
録
さ
れ
て
い
る
詩
と
小
説
の
対
応
リ
ス
ト
に
は
、
十
分
な
学
術

的
価
値
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、
本
稿
で
は
「
準
論
文
」
と
区
分
し
た
。

３　

初
出
紙
・
誌
の
判
別
に
関
し
て
は
、
注
２
の
若
林
敦
の
リ
ス
ト
に
負
う
と

こ
ろ
が
大
き
い
。
謝
し
て
、
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。
た
だ
し
、
若
林
が
「
未

詳
」
と
し
て
い
る
作
品
の
初
出
が
、
そ
の
後
刊
行
さ
れ
た
、
小
埜
祐
二
編
『
小

川
未
明
Ⅱ　

全
小
説
・
随
筆
』（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
平
成
二
八
年
六
月
）

で
判
明
し
た
例
も
、
三
件
あ
っ
た
。

４　

こ
の
よ
う
な
読
み
手
側
の
制
約
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
あ
の
山
越
え
て
』

は
順
調
に
版
を
重
ね
て
い
た
。
畠
山
兆
子
は
、
大
正
七
年
一
〇
月
時
点
で
、
本

書
の
奥
付
が
五
版
へ
到
達
し
て
い
た
と
し
、「
発
行
部
数
に
も
よ
る
が
、
毎
年

増
刷
さ
れ
て
お
り
、
結
構
売
れ
て
い
た
と
予
想
さ
れ
る
」（「
未
明
文
学
に
お
け

る
「
詩
」
の
意
味　

―
『
詩
集
あ
の
山
越
え
て
』
と
小
説
「
遠
き
響
」
を
中

心
に
」「
梅
花
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
」
昭
和
六
〇
年
一
二
月
）
と
指
摘
し
て

い
る
。

５　

ち
な
み
に
、『
あ
の
山
越
え
て
』
と
一
緒
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
尚
栄
堂
の

新
聞
広
告
に
は
、
吉
田
俊
男
『
英
語
前
置
詞
用
法
正
解
』、
小
林
鶯
里
『
現
代

紀
行
文
』、
高
野
弦
月
『
美
文
の
花
』『
若
き
人
々
の
美
文
的
書
翰
文
』『
名
家

名
文
』
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
実
際
、
尚
栄
堂
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
書
物
で
あ
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る
。

６　

未
明
の
著
書
『
北
国
の
鴉
よ
り
』（
岡
村
盛
花
堂
、
大
正
元
年
一
一
月
）

の
巻
頭
に
は
、「
少
年
時
代
よ
り
の
学
友
相
馬
昌
治
君
に
献
ず
」
と
の
献
辞
が

あ
り
、
こ
の
一
文
か
ら
も
、
二
人
の
親
交
の
深
さ
は
窺
い
知
れ
る
。
中
村
星
湖

は
、「
殊
に
最
近
に
於
て
、
混
沌
た
る
君
の
思
想
に
灯
を
掲
げ
た
人
は
相
馬
君

で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
よ
く
喧
嘩
も
す
る
や
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
位
ゐ
美
く
し
い

友
情
は
我
文
壇
稀
れ
に
見
る
所
で
あ
る
」（
中
村
星
湖
・
岩
野
泡
鳴
・
徳
田
秋

声
他
「
小
川
未
明
論
」「
新
潮
」
大
正
三
年
一
〇
月
）
と
述
べ
、
両
者
に
介
在

す
る
「
美
く
し
い
友
情
」
を
指
摘
し
て
い
る
。

７　

未
明
と
大
杉
の
接
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
小
川
未
明
の
知
識
人
批
判　

―
「
童
話
作
家
宣
言
」
の
真
意
を
め
ぐ
っ
て
」（「
社
会
文
学
」
平
成
二
八
年

八
月
）
で
論
じ
た
。

８　

御
風
は
『
廃
墟
』
に
つ
い
て
、「
人
間
性
の
為
め
の
新
し
い
戦
ひ
を
常
に

吾
々
に
向
つ
て
求
め
て
居
る
、
苦
し
い
訴
へ
の
声
」「
物
質
力
の
暴
圧
力
の
為

に
極
度
に
虐
げ
ら
れ
つ
つ
あ
る
哀
な
人
間
の
叫
び
声
」
が
聞
こ
え
る
点
が
、

「
私
の
心
を
動
か
す
所
以
」
で
あ
る
と
、
高
評
価
を
下
し
て
い
る
。
ま
た
、
青

頭
巾
は
、「
未
明
の
『
廃
墟
』」（「
新
潮
」
大
正
三
年
一
月
）
で
、「「
廃
墟
」
一

篇
は
暗
鬱
な
情
調
で
貫
か
れ
て
ゐ
る
。
十
一
篇
の
ど
の
篇
を
見
て
も
、
病
気
と

か
生
活
難
と
か
此
生
存
の
苦
痛
を
描
い
た
も
の
な
ら
ぬ
は
無
い
」「
ど
の
篇
に

も
、
社
会
組
織
の
不
完
全
を
憤
る
弱
者
の
叫
び
と
い
ふ
や
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。

彼
を
現
実
に
触
れ
て
ゐ
な
い
な
ど
と
は
今
は
何
人
も
云
ひ
は
し
ま
い
」
と
語
り
、

本
書
の
基
底
に
は
「
社
会
組
織
の
不
完
全
を
憤
る
弱
者
の
叫
び
」
が
流
露
し
て

い
る
旨
、
指
摘
し
て
い
る
。

９　

御
風
と
大
杉
の
論
争
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
転
向
者
・
小
川
未
明
（
上
）

―
階
級
闘
争
か
ら
八
紘
一
宇
へ
」（「
日
本
文
学
文
化
」
平
成
二
八
年
二
月
）

で
論
じ
た
。

10　

凌
宵
花
「
小
川
未
明
氏
の
平
生
」（「
文
章
世
界
」
大
正
三
年
三
月
）
に
よ

れ
ば
、
当
時
未
明
は
、「
下
層
社
会
の
人
々
の
生
活
」
を
観
察
す
る
べ
く
、「
神

楽
坂
や
江
戸
川
、
山
吹
町
の
貧
民
窟
」
を
「
毎
夜
の
や
う
に
」
散
歩
し
た
り
、

「
労
働
者
や
、
若
く
は
卑
し
い
女
な
ど
か
ら
、
人
生
の
何
物
か
の
刺
激
を
受
け

や
う
と
思
つ
て
」、
浅
草
の
「
バ
ア
」
へ
出
入
り
し
て
い
た
ら
し
い
。
未
明
は

「
彼
等
の
言
葉
こ
そ
本
当
に
人
生
の
真
を
語
つ
て
居
る
と
思
ふ
」
と
主
張
し
て

い
た
そ
う
だ
。

11　

や
や
時
代
は
下
る
が
、
こ
の
嘆
き
に
つ
い
て
、
中
村
狐
月
は
「
未
明
氏
の

創
作
が
、
常
に
新
時
代
の
傾
向
を
有
つ
て
描
か
れ
る
に
か
か
は
ら
ず
、
其
思
想

の
主
張
に
他
を
実
行
に
導
く
権
威
の
な
い
の
は
、
未
明
氏
の
其
う
い
ふ
こ
と
は
、

単
に
窮
迫
せ
る
も
の
、
貧
し
い
も
の
が
今
日
の
如
な
状
態
に
在
る
の
は
適
当
に

待
遇
さ
れ
て
居
な
い
と
言
ふ
の
に
止
つ
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
其
等
の
人
々
の

待
遇
せ
ら
れ
て
居
る
状
態
が
正
し
く
な
い
な
ら
ば
、
如
何
い
ふ
待
遇
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
か
、
其
れ
を
実
行
す
る
の
に
は
如
何
に
為
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い

ふ
こ
と
は
、
一
度
も
明
か
に
さ
れ
て
居
な
い
」（「
小
川
未
明
論
」「
文
章
世
界
」

大
正
四
年
九
月
）
と
述
べ
、
貧
困
を
批
判
し
て
も
、
そ
れ
を
解
決
す
る
具
体
的

な
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
こ
と
の
で
き
な
い
未
明
の
限
界
を
指
摘
し
て
い
る
。

12　

こ
の
時
期
、
未
明
は
、
自
身
が
い
わ
ゆ
る
「
早
稲
田
派
」
と
見
做
さ
れ
る
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こ
と
に
つ
い
て
、「
党
を
作
り
、
派
を
作
つ
て
ゐ
る
如
く
言
は
れ
る
の
は
迷
惑

で
あ
る
」（「
無
責
任
な
る
批
評　

生
方
・
白
石
両
君
に
」「
読
売
新
聞
」
大
正

二
年
九
月
三
日
）
と
述
べ
、
露
骨
に
迷
惑
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
文
壇
内
の
学

閥
に
つ
い
て
も
、「
由
来
文
芸
上
に
党
と
か
派
と
か
が
出
来
る
も
の
と
し
た
な
ら
、

そ
れ
は
早
稲
田
と
か
赤
門
と
か
三
田
と
か
い
ふ
学
校
出
身
で
分
け
ら
れ
る
べ
き

も
の
で
な
い
。
寧
ろ
各
自
の
芸
術
に
対
す
る
主
義
の
上
か
ら
で
あ
ら
う
」
と
語

り
、
批
判
的
な
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。

13　

本
稿
に
お
け
る
「
小
説
」
の
分
類
は
、
原
則
と
し
て
、
小
埜
祐
二
の
書
誌

本
『
小
川
未
明
Ⅱ　

全
小
説
・
随
筆
』（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
平
成
二
八
年

六
月
）
の
「
作
品
ジ
ャ
ン
ル
」
欄
に
準
じ
る
。

14　
「
ひ
ま
わ
り
」
以
下
、
括
弧
内
の
詩
の
番
号
は
、
詩
集
掲
載
順
に
付
し
た
。

適
宜
、
表
１
を
参
照
さ
れ
た
い
。

15　

本
文
で
断
っ
て
い
る
通
り
、「
春
の
夜
」（
二
〇
）「
お
江
戸
は
火
事
だ
」

（
四
四
）
に
関
し
て
は
、
初
出
誌
が
不
明
・
入
手
不
能
だ
っ
た
た
め
、
初
め
か

ら
初
収
本
に
あ
た
っ
て
い
る
。

16　
「
夜
」（
九
）「
菅
笛
」（
一
二
）「
童
謡
」（
三
五
）「
星
」（
三
八
）「
森
」

（
四
九
）
等
。

17　

初
収
本
を
参
照
し
た
と
す
る
根
拠
に
は
、
戦
後
の
新
聞
記
事
「
書
斎
め
ぐ

り　

作
家
・
小
川
未
明
氏
」（「
毎
日
新
聞
」
昭
和
二
八
年
一
一
月
二
三
日
）
の

存
在
も
あ
る
。
こ
の
記
事
に
よ
る
と
、
未
明
は
昔
か
ら
割
合
す
ぐ
、
書
籍
を
捨

て
る
タ
イ
プ
だ
っ
た
よ
う
だ
（「
小
川
さ
ん
は
む
か
し
か
ら
本
を
た
く
わ
え
な

い
習
慣
だ
と
い
う
話
な
の
で
後
の
本
だ
な
に
目
を
や
り
な
が
ら
そ
れ
に
触
れ
る

と
「
こ
こ
に
あ
る
本
は
ほ
と
ん
ど
寄
贈
さ
れ
た
も
の
ば
か
り
で
今
で
も
読
む
と

す
ぐ
処
分
す
る
よ
」
と
い
う
」）。
と
す
る
と
、
未
明
が
既
に
単
行
本
化
さ
れ
た

初
出
紙
・
誌
を
、
い
つ
ま
で
も
手
元
に
残
し
て
お
い
た
可
能
性
は
低
い
と
考
え

ら
れ
よ
う
。

18　

な
お
、『
新
体
詩
抄
』（
明
治
一
五
年
八
月
）
以
来
の
日
本
近
代
詩
史
に
お

い
て
、
本
詩
集
が
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
て
い
る
の
か
、
文
学
史
的
考
察
を

加
え
る
べ
く
、
四
節
「
日
本
近
代
詩
史
上
の
位
置　

―
口
語
自
由
詩
運
動
の

傍
系
」
も
用
意
し
た
が
、
紙
幅
の
都
合
上
、
全
面
的
に
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
別
稿
を
期
し
た
い
。
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Mimei Ogawa as a poet: 
A study of “Anoyama-Koete”

MASUI,	Makoto

“Anoyama-Koete” is a poetry anthology which Mimei Ogawa wrote in 1914. And, in his 

life, he has never published any other books of poems. That is to say, this anthology is the 

only work on poetry of all his lifetime.

However, until now, Mimei as a poet has not gotten much attention. Because, he is 

generally considered to be a fairy tale writer or a novelist. In fact, it is true that there are 

few previous studies on the rare anthology.

Therefore, this paper aims to reveal Mimei's achievement in the field of poetry by 

exploring “Anoyama-Koete”. I would like to show his poems are closely related to novels 

which he wrote in the Meiji era and Echigo area (Niigata Prefecture) where he grew up.


